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皆
さ
ん
は「
自
助
」と

「
共
助
」の
２
つ
の
言
葉
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

「
自
助
」は
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
こ
と

「
共
助
」は
地
域
で

助
け
合
う
こ
と

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

こ
の
２
つ
は
不
可
欠
な

も
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら

１
年
が
経
つ
今
、

「
防
災
」が「
忘
災
」に

な
ら
な
い
よ
う
に
、

私
た
ち
に
は
何
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
、２
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら

「
防
災
」に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

自分で守り自分を助ける̶

地域で共に助け合う̶

愛する人を守る二つの言葉自助

共助
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津
波
な
ど
の
大
災
害
が
発
生
し

た
時
、
一
刻
も
早
い
避
難
が
必
要

で
す
。　

　

し
か
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
公

共
施
設
ま
で
、
避
難
が
間
に
合
わ

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
民
間
企
業
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
一
時
的
に
避
難
場
所

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
津

波
避
難
ビ
ル
」
で
す
。

　

現
在
、
津
波
避
難
ビ
ル
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
次
の

３
カ
所
の
ビ
ル
で
す
。

　

■
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
う
め
さ
き
　

　
■
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
大
石
館
　

　
■
ホ
テ
ル
有
明
会
館　

＊
そ
の
他
に
も
長
洲
町
建
設
業
組

合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
企
業
な

ど
、
災
害
時
の
救
援
や
復
興
を
支

援
し
て
い
た
だ
く
民
間
企
業
が
多

く
あ
り
ま
す
。

愛する人を守るために必要な

「自助」と「共助」。
想定外に備えて、今できることは―。

1 避難場所の確認 日頃から、離れ離れになった時のために、集合場所や
連絡手段を家族で決めておきましょう。

2 メールサービスの活用
災害時、情報を得ることは安心感を得ることです。
テレビやラジオだけでなく、メール配信サービスも利用しましょう。

3 非常用持出品の準備
避難するときに、まず持ち出すべきものです。
袋に入れ、持ち出しやすい場所に置いておきましょう。

＊持ち出し品は、参考例です。
　各家庭に適したものを準備しましょう。

民
間
協
力
に
よ
る

　 

「
津
波
避
難
ビ
ル
」

緊急速報エリアメール
　長洲町では、避難勧告や避難指示な
どの緊急情報をより多くの町民の皆さん
に迅速に提供するため、メールアドレス
登録の必要がない「緊急速報メール」を
導入しました。これは、町がドコモ、ソフト
バンク、ａｕ3社の携帯電話・スマートフォ
ンを利用して、町内にいるすべての人に
町の災害情報を発信するものです。
■登録方法
　登録は不要です。町民の皆さんだけで
なく、旅行や通学・通勤で町内にいるす
べての人に発信します。
■利用料金　無料

　防災は「自助」「共助」「公助」で成り立っています。
「自助」は自分で自分自身や家族・財産を守ること。
「共助」は、地域の人たち同士で守り合うこと。
「公助」は国や町、警察や消防といった公的組織による助けです。
　災害直後、「公助」は人命救助に集中し、生活や財産の救援には機
能しにくくなります。そのため、「自助」と「共助」が大切です。
　町では、全町一斉に放送可能な同報系防災無線の整備など、今後も
防災への取り組みを続けていきます。防災メールやハザードマップなど
を活用した自助、消防団や自主防災組織といった共助による防災活動
へのご理解とご協力をお願いします。

食料品関係
□飲料水  □乾パン・クラッカー  □レトルト食品・缶詰
□粉ミルクと哺乳瓶  □缶切り  □鍋・水筒
救急・安全関係
□救急医療品  □常備薬の予備  □防災頭巾・帽子
□底の厚い靴　
貴重品関係
□現金（小銭も必要）  □預金通帳の写し
□健康保険証の写し  □認印　

衣類等
□下着  □寝袋  □雨具  □タオル
日用品
□携帯ラジオ  □懐中電灯  □予備の電池  □軍手
□マッチやライター  □ロープ  □使い捨てカイロ
□マスク  □生理用品  □紙オムツ  □ティッシュ
□包装用ラップ  □筆記用具  □厚手のごみ袋

熊本県防災情報メールサービス
　熊本県では防災に関する情報をメー
ルで発信しています。災害内容や地域指
定で設定ができ、長洲町に関する情報の
み受信することも可能です。
■登録方法
「entry@anshin.pref.kumamoto.jp」
宛に空メールを送信するか、下の2次元
バーコードを携帯で読み取ってメール
送信してください。

■利用料金　無料
（パケット通信料は利用者負担）

4 自助と共助を知る

●腹赤小

●腹栄中

●六栄小 ●長洲町地域
　福祉センター

●腹赤保育所

長洲町

●長洲町役場

●ホテル有明会館
長洲町中央公民館●

町民研修
センター●

●ビジネスインうめさき

●ビジネスホテル大石館

●長洲中
清里小●

長洲駅

501

津波発生時
避難場所

■長洲小学校校舎（3階以上）
■長洲中学校校舎（3階以上）
■清里小学校校舎・体育館
■六栄小学校校舎・体育館
■地域福祉センター
■腹赤小学校校舎・体育館
■腹栄中学校校舎・体育館

津波
避難ビル

■ビジネスインうめさき　
■ビジネスホテル大石館　
■ホテル有明会館

風水害時
避難場所

■第１避難場所
・町民研修センター
・中央公民館
・地域福祉センター
・腹赤保育所

■第２避難場所
・長洲小学校
・清里小学校
・六栄小学校
・腹赤小学校

■第３避難場所
・長洲中学校
・腹栄中学校

●長洲小

愛する人を守る二つの言葉

緊急速報エリアメールの
イメージ画像


